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第３回（通算５９回）園員総会終了
　園員総会の報告を２ページから５ページに掲載していま
す。（写真：学園長挨拶）
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哲
也
監
事
が
監
事
を
代
表
し
て
監
査

報
告
を
行
い
、
議
長
が
決
算
報
告
に

つ
い
て
、
議
場
に
諮
り
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
第
三
号
議
案
の
役
員
の
補
欠

選
任
を
田
中
専
務
理
事
が
提
案
し
、

総
会
運
営
委
員
の
中
篤
史
氏
が
役
員

候
補
を
報
告
し
ま
し
た
。
議
長
は
候

補
者
ひ
と
り
一
人
に
つ
い
て
議
場
に

諮
り
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
田
中
専
務
理

事
が
定
款
の
一
部
の
変
更
を
提
案
、

拍
手
を
持
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
三
回
園
員
総
会
を
六
月
二
十
六

日
午
後
一
時
半
か
ら
ラ
ボ
ー
ル
京
都

四
階
第
八
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
司
会
の
井
上
信
治
理
事
が
開
会
の

役職員一覧

ま
た
、
顧
問
に
つ
い
て
も
元
役
員
の

西
村
健
一
郎
氏
、
吉
田
美
喜
夫
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
小
畑
学
園
長
か
ら
二
〇
一
五

年
度
事
業
計
画
、
予
算
、
資
金
調
達

及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
学
園
長
、
ま
た
理
事
と

し
て
三
六
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
ご

貢
献
く
だ
さ
っ
た
西
村
健
一
郎
氏
に

特
別
功
労
賞
の
表
彰
を
、
本
学
園
職

員
の
河
原
田
眞
弓
に
勤
続
二
五
年
の

永
年
勤
続
賞
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
以
て
総
会
議
案
の
す
べ
て

を
終
え
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
別
室
に
て
新
専
務
理
事
を

選
出
す
る
た
め
理
事
会
が
開
か
れ
、

理
事
会
終
了
後
、
専
務
理
事
に
安
井

由
美
子
氏
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
を
、

引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
園
員
交
流

会
の
冒
頭
で
報
告
し
ま
し
た
。
初
め

て
の
試
み
で
あ
る
園
員
交
流
会
に
は

約
五
十
名
が
集
い
、
労
組
役
員
、
講

師
、
職
員
等
が
と
も
に
ひ
と
と
き
を

す
ご
し
ま
し
た
。

新
役
員
・
新
専
務
理
事
を
選
出

学 園 長 小畑　史子 （京都大）
専務理事 安井由美子
理　　事 杉山　雅人 （京都大）
     々  寺井　基博 （同志社大）
     々  坂井　岳夫 （     々      ）
     々  斎藤　真緒 （立命館大）
     々  佐藤　敬二 （     々      ）
     々  脇田　　滋 （龍谷大）
     々  井上　信治 （連合京都）
     々  小西　一実 （     々      ）
     々  赤瀬　　史 （     々      ）
     々  佐々木眞成 （京都総評）
     々  松本　隆浩 （     々      ）
     々  和久　輝幸 （京都府）
     々  松森　敏郎 （京都市）
監　　事 木村　　守 （税理士法人・京都北山事務所）
     々  吉岡　　崇 （連合京都）
     々  山縣　哲也 （京都総評）
顧　　問 山田　啓二 （京都府知事）
     々  門川　大作 （京都市長）
     々  望田　幸男 （同志社大学名誉教授）
     々  千田　忠男 （同志社大学名誉教授）
     々  三村　義夫 （元専務理事）
     々  西井　正弘 （京都大学名誉教授）
     々  菊池　光造 （京都大学名誉教授）
     々  二場　邦彦 （立命館大学名誉教授）
     々  宮川　　治 （元JAM京都委員長）
     々  西村健一郎 （京都大学名誉教授）
     々  吉田美喜夫 （立命館大学総長）

宣
言
を
行
い
、議
長
木
村
義
弘
氏（
連

合
京
都
）を
、書
記
に
上
嶌
淑
子（
当

学
園
職
員
）
を
、
総
会
運
営
委
員
に

中
篤
史
（
連
合
京
都
）、
吉
岡
勝
（
京

都
総
評
）、松
本
隆

浩
理
事
の
三
名
を

選
出
し
ま
し
た
。

　
開
会
の
挨
拶
を

小
畑
史
子
学
園
長

が
、
続
い
て
来
賓

で
あ
る
京
都
府
知

事
・
市
長
（
い
ず

れ
も
代
読
・
内
容

別
紙
）、労
働
組
合

を
代
表
し
て
京
都

総
評
副
議
長
佐
古

田
博
氏
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
議
案
に
つ
い
て
、

ま
ず
、
田
中
行
夫

専
務
理
事
が
、
二

〇
一
四
年
度
の
事

業
報
告
・
決
算
報

告
を
行
い
、
山
縣

第
三
回（
通
算
五
十
九
回
）園
員
総
会
終
了
報

第
三
回（
通
算
五
十
九
回
）園
員
総
会
終
了
報
告告
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園
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
京
都
勤
労
者
学
園
（
ラ

ボ
ー
ル
学
園
）
に
多
大
な
お
力
添
え

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
六
月
二
十
六
日
、
公
益
社
団
法
人

に
移
行
後
第
三
回
目
の
京
都
勤
労
者

学
園
園
員
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
昭
和
三
十
二
年
の
創
立
当
時
か

ら
園
員
で
あ
る
方
々
も
含
め
、
多
く

の
方
々
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
ご
来
賓
の
ご
祝
辞
を
頂

戴
し
た
後
、
①
二
〇
一
四
年
度
の
事

業
報
告
及
び
②
決
算
・
監
査
報
告
、

③
役
員
補
欠
の
選
任
、
④
顧
問
を
十

名
か
ら
十
二
名
に
増
や
す
定
款
変
更
、

⑤
西
村
健
一
郎
先
生
と
吉
田
美
喜
夫

先
生
の
顧
問
ご
就
任
の
合
計
五
議
案

に
つ
き
ご
承
認
を
賜
り
、
ま
た
、
①

二
〇
一
五
年
度
の
事
業
計
画
、
②
予

算
、
③
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の

見
込
み
の
三
事
項
に
つ
き
報
告
申
し

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
三
十
七
年
の

長
き
に
亘
り
学
園
の
運
営
に
尽
力
さ

れ
た
西
村
健
一
郎
先
生
へ
の
特
別
功

労
者
表
彰
、
勤
続
二
十
五
年
を
迎
え

ら
れ
た
河
原
田
眞
弓
事
務
長
へ
の
永

年
勤
続
職
員
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

木
村
義
弘
議
長
の
進
行
に
よ
り
総
会

は
滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
続
き
、
安
井
由
美
子
役
員

を
専
務
理
事
に
選
任
す
る
理
事
会
を

終
え
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
園
員

交
流
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
井
上
信
治
理
事
が
司
会
を
務

め
ら
れ
、
は
じ
め
に
、
退
任
さ
れ
る

役
員
で
あ
る
西
村
健
一
郎
理
事
と
田

中
行
夫
専
務
理
事
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

戴
し
、
続
い
て
西
村
健
一
郎
先
生
の

基
調
講
演
（
テ
ー
マ
「
労
働
法
と
学

園
の
歴
史
―
引
き
継
が
な
い
と
い
け

　
公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園

の
第
三
回
園
員
総
会
が
、
こ
の
よ
う

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
平
素
か
ら
京
都
府
政
の
推
進

に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、

厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
京
都
勤
労
者
学
園
は
、
昭
和
三
十

二
年
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
り
、
労
働
法
制
の
知
識

や
就
業
す
る
上
で
の
自
覚
な
ど
幅
広

い
勤
労
者
教
育
を
推
進
し
、
勤
労
者

と
し
て
の
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
歴
代
役
員
の
皆
様
や
講
師
の

先
生
方
を
は
じ
め
、
事
務
局
、
園
員

の
皆
様
方
の
多
大
な
御
尽
力
に
対
し

ま
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
す
。

　
さ
て
、
府
内
の
雇
用
情
勢
は
、
昨

な
い
も
の
」）を
賜
り
ま
し
た
。
講
演

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
、
多
く
の
質

問
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
会
場
を

移
し
て
園
員
の
方
々
に
自
由
に
ご
歓

談
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
職
員
の
ス

ピ
ー
チ
や
創
立
当
時
か
ら
学
園
に
貢

献
さ
れ
て
き
た
諸
先
輩
方
の
ご
紹
介

な
ど
、
和
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
に
お
き
ま
し
て
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
園

は
、
京
都
労
働
学
校
、
府
市
民
教
室

文
化
教
養
講
座
、
求
職
者
支
援
訓
練
、

労
働
講
座
、
英
会
話
教
室
、
調
査
・

出
版
・
資
料
収
集
・
ラ
ボ
ー
ル
倶
楽

部
に
よ
る
情
報
提
供
等
の
事
業
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。
勤
労
者
を
取
り

巻
く
環
境
が
、
現
在
大
き
く
変
化
し

て
い
る
こ
と
は
、
労
働
者
派
遣
法
の

改
正
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
導
入
の
改
正
案
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
開
始
、

有
期
雇
用
労
働
者
の
五
年
後
無
期
転

換
制
度
に
向
け
た
動
き
等
を
見
て
も

明
ら
か
で
す
。
そ
う
し
た
環
境
の
中

で
、
京
都
労
働
学
校
を
は
じ
め
と
す

る
事
業
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
お
り
、

正
確
な
情
報
を
迅
速
に
提
供
す
る
役

割
を
確
実
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
ま

た
、生
涯
現
役
社
会（「
生
涯
現
役
」と

は
生
涯
労
働
に
従
事
す
る
と
い
う
意

味
で
は
な
く
生
涯
健
康
に
活
動
で
き

る
意
）
に
向
け
て
健
康
寿
命
を
延
ば

し
て
い
く
た
め
に
、
府
市
民
教
室
文

化
教
養
講
座
等
の
事
業
が
果
た
す
べ

き
役
割
も
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
勤
労
者
の
豊
か
な

生
涯
の
実
現
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
園
員
交
流
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
学

園
に
大
い
に
期
待
す
る
と
の
お
声
や
、

学
園
に
つ
い
て
広
報
し
て
い
き
た
い

と
の
お
声
を
多
く
頂
戴
し
、
感
激
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
お
声
に
お

応
え
す
る
た
め
に
も
、
二
〇
一
五
年

度
の
事
業
の
成
功
に
向
け
て
努
め
て

参
る
所
存
で
す
。
こ
れ
ら
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
園
員
の
皆
様
の
お
力
添
え

な
く
し
て
達
成
で
き
る
も
の
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
、
そ
し
て
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

学
園
長
　
　
　
　

小
畑
　
史
子

第
三
回
園
員
総
会
を
終
え
て

京
都
府
知
事

祝
　
　
辞
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公
益
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園

の
第
三
回（
通
算
第
五
十
九
回
）園
員

総
会
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
園
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、

京
都
市
政
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
京
都
勤
労
者
学
園
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
昭
和
三
十
二
年
の
設
立
以
来
、

永
き
に
わ
た
り
、
勤
労
者
を
は
じ
め

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
様
々
な
学
習

の
機
会
を
提
供
し
、
勤
労
者
教
育
及

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
本
学

園
は
、
労
働
者
団
体
、
京
都
府
・
京

　
こ
の
た
び
、
第
五
十
九
回
園
員
総

会
に
お
い
て
、
田
中
行
夫
前
専
務
理

事
の
後
任
と
し
て
選
任
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
職
責
の
重
さ
に
、
身
の

び
生
涯
学
習
の
推
進
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
本
市
が
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
京
都
労
働
学
校
に
お
け
る

勤
労
者
教
育
事
業
の
実
施
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
働
く
方
々
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
労
働
関
係
法
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
語
学
な
ど

幅
広
い
内
容
の
充
実
し
た
講
座
を
展

開
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
小
畑
史
子
学
園
長
を
は
じ
め
関

係
役
員
の
皆
様
や
講
師
の
先
生
方
、

そ
し
て
事
務
局
職
員
の
皆
様
の
多
大

な
御
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

年
四
月
か
ら
有
効
求
人
倍
率
が
連
続

し
て
一
倍
を
超
え
る
と
と
も
に
、
大

学
・
高
校
の
新
卒
者
の
就
職
内
定
率

も
調
査
開
始
以
来
、
最
高
を
記
録
す

る
な
ど
、
回
復
基
調
が
鮮
明
と
な
る

一
方
、
安
定
的
な
就
労
や
収
入
が
得

ら
れ
な
い
非
正
規
雇
用
の
増
加
や
入

社
三
年
以
内
に
三
割
が
離
職
し
て
い

る
若
者
の
早
期
離
職
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
京
都
府
で
は
、
中
小

企
業
の
人
材
確
保
に
雇
用
政
策
を
シ

フ
ト
し
な
が
ら
、
正
規
雇
用
三
万
人

の
実
現
を
目
指
し
た
取
組
を
進
め
る

と
と
も
に
、「
京
都
府
若
者
の
就
職
等

の
支
援
に
関
す
る
条
例
（
案
）」
を
制

定
し
、
若
者
の
就
職
支
援
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
若
者
の
雇
用
の
安
定
と

職
業
能
力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う

総
合
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
者
の
離
職
防
止
を
図

る
た
め
、
貴
学
園
に
は
、
N
P
O
法

人
と
の
連
携
の
も
と
、
就
職
を
控
え

た
高
校
生
や
大
学
生
を
対
象
に
、
出

前
授
業
の
実
施
の
ほ
か
、
特
に
今
年

度
は
、
働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
啓
発
冊

子
の
作
成
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
経
済
・
雇
用
情
勢
の
変

化
に
機
敏
に
対
応
し
な
が
ら
、
京
都

市
を
は
じ
め
府
内
市
町
村
や
関
係
機

関
・
関
係
団
体
と
し
っ
か
り
連
携
し
、

希
望
の
持
て
る
京
都
づ
く
り
に

「
オ
ー
ル
京
都
」
体
制
で
邁
進
し
て

ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
御
支
援
、
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
今
後
も
勤
労
者

教
育
の
発
展
に
向
け
、
よ
り
一
層
の

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
緩
や
か

な
回
復
基
調
に
あ
り
、
雇
用
情
勢
も

改
善
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
や
市
内
企
業

が
幅
広
く
実
感
で
き
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
京
都
勤
労
者
学

園
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
京
都
労
働

学
校
の
運
営
の
ほ
か
、
勤
労
者
の
方

を
対
象
と
し
た
「
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」

や
若
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す

る
高
校
・
大
学
へ
の
「
出
前
授
業
」

な
ど
、
勤
労
者
や
就
職
を
目
指
す

方
々
の
た
め
の
様
々
な
事
業
を
展
開

さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
皆
様
の
果

た
さ
れ
る
役
割
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
経
済
の

回
復
基
調
を
確
か
な
も
の
と
し
て
い

く
た
め
に
、
観
光
、
大
学
、
産
学
公

連
携
な
ど
京
都
の
強
み
を
最
大
限
に

活
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
融
合
し

て
、
京
都
経
済
の
活
性
化
と
安
定
し

た
雇
用
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
文

化
芸
術
に
よ
る
都
市
格
の
向
上
、
教

育
環
境
の
一
層
の
充
実
な
ど
、
京
都

の
明
る
い
未
来
に
向
け
て
全
力
を
傾

け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
京
都
勤

労
者
学
園
が
、
勤
労
者
を
は
じ
め
多

く
の
市
民
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し

て
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す

こ
と
並
び
に
本
日
御
参
集
の
皆
様
方

の
一
層
の
御
活
躍
、
御
多
幸
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
私
の
お
祝
い
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
六
日

専
務
理
事
　
　
　
　
　

安
井
　
由
美
子

就
任
挨
拶

取
組
を
推
進
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、

京
都
勤
労
者
学
園
の
今
後
ま
す
ま
す

の
御
発
展
と
、
本
日
御
参
集
の
皆
様

方
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
私
の
お
祝
い
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
六
日

祝
　
　
辞

京
都
市
長
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都
市
、
学
識
経
験
者
の
三
者
か
ら
な

る
、
全
国
的
に
も
希
有
な
勤
労
者
の

教
育
機
関
と
し
て
、
こ
の
京
都
の
地

に
、
一
九
五
七
年
以
来
、
長
い
歴
史

と
実
績
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
、
多

く
の
園
員
の
皆
様
、
関
係
各
位
に
ご

支
援
い
た
だ
き
、「
公
益
社
団
法
人
京

都
勤
労
者
学
園
」
と
し
て
新
た
な
歩

み
を
始
め
ま
し
た
。

　
大
き
く
変
動
す
る
社
会
情
勢
の
中
、

勤
労
者
を
取
り
巻
く
情
勢
も
様
々
な

課
題
が
現
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
定

款
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
｢
勤
労
者

と
し
て
の
意
識
と
教
養
を
高
め
、
そ

の
能
力
と
地
位
の
向
上
を
図
る
社
会

　
さ
る
六
月
二
十
六
日
開
催
の
第
３

回
（
通
算
五
十
九
回
）
園
員
総
会
に

お
い
て
、
任
期
満
了
に
よ
り
専
務
理

事
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
六
月
か
ら
五
年
間
、

皆
様
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
就
任
時
、

本
学
園
は
、
国
の
公
益
法
人
改
革
に

国（
本
学
園
の
場
合
、京
都
府
）の「
公

益
認
定
等
審
議
会
」
に
移
行
認
定
申

請
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
審
議
会
の
審
議
で
は
、

事
業
の
「
公
益
性
」
を
認
定
す
る
に

当
た
っ
て
、
本
学
園
が
実
施
し
て
い

る
各
種
講
座
と
民
間
の
カ
ル
チ
ャ
ー

講
座
・
英
会
話
教
室
・
パ
ソ
コ
ン
教

室
と
の
違
い
が
全
面
的
に
議
論
さ
れ
、

継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

講
座
毎
に
「
勤
労
者
に
役
に
立
つ
」

こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
、
説
明

文
等
を
作
成
す
る
な
ど
に
、
一
年
半

か
か
り
、
二
度
の
修
正
申
請
を
し
て
、

よ
う
や
く
公
益
社
団
法
人
の
認
定
を

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
認

定
後
も
公
益
法
人
と
し
て
、
年
１
回

の
定
期
報
告
、
立
入
検
査
の
受
検
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
膨
大
か
つ
複

雑
な
業
務
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。（
最
近
で
は
、国
に
お
い
て
、法

人
の
規
模
に
関
係
な
く
実
務
を
進
め

て
き
た
反
省
と
し
て
、
零
細
公
益
法

人
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
議
論

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
一
日

も
早
い
実
現
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。）

　
こ
う
し
て
、
認
定
後
二
年
が
経
過

す
る
中
で
、
今
年
二
月
に
は
、
初
め

て
の
京
都
府
の
立
入
検
査
を
受
け
、

幸
い
に
も
、
理
事
会
や
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
大
き
な
指
導
を
受
け
る
こ

と
な
く
、
法
に
の
っ
と
り
き
ち
ん
と

さ
れ
て
い
る
と
の
評
価
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
公
益

よ
り
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
を
目

指
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
理
事
会

の
中
に
移
行
の
た
め
の
検
討
委
員
会

を
設
け
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
検

討
会
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
京
都
府

と
事
前
相
談
を
何
度
と
な
く
繰
り
返

し
、
更
に
は
、
顧
問
税
理
士
の
木
村

先
生
や
学
園
長
な
ど
と
協
議
を
す
る

毎
日
が
続
き
ま
し
た
。
一
年
余
の
後
、

法
人
と
し
て
学
園
運
営
を
順
調
に
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
た
段
階
で
、

退
任
で
き
る
こ
と
に
安
堵
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
学
園
長
は

じ
め
役
員
、
顧
問
、
事
務
局
職
員
そ

し
て
園
員
等
の
皆
様
方
の
ご
支
援
・

ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
本
学
園
で
は
、
毎
年
度
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
勤
労
者
の
意
識
調

査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

際
に
本
学
園
の
認
知
度
を
合
わ
せ
て

調
査
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
結
果
は
、

「
学
園
の
事
業
も
名
前
も
知
ら
な
い
」

と
い
う
選
択
肢
の
回
答
が
、
回
答
者

の
約
六
割
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
こ

の
調
査
が
連
合
京
都
や
京
都
総
評
の

傘
下
の
労
働
団
体
や
労
働
組
合
な
ど

を
主
た
る
対
象
に
実
施
し
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
五
年
前
と
変
わ
ら
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
創
設
し
て

約
六
十
年
に
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
五
年
間
に
、
受
講
案
内
書
・

ポ
ス
タ
ー
の
配
架
や
掲
示
場
所
の
増

大
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
の
送
付

先
の
増
加
、
市
バ
ス
停
留
所
「
四
条

御
前
通
」
直
前
で
の
車
内
放
送
の
実

施
な
ど
広
報
に
は
年
々
、
確
実
に
拡

大
さ
せ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

き
な
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が

実
態
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
現

状
の
受
講
生
数
が
、
約
六
割
の
方
が

前
専
務
理
事
　
　
　
　

　
田
中
　
行
夫

退
任
あ
い
さ
つ

名
前
も
知
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
の

数
字
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
こ
の
約

六
割
を
五
割
、
四
割
と
減
少
す
る
よ

う
に
改
善
す
る
こ
と
が
、
す
そ
野
を

広
げ
る
こ
と
に
な
り
、
学
園
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
結
び
付
く
も

の
と
私
は
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
改
善
す
る
た

め
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
園
員
と
り

わ
け
団
体
園
員
の
皆
様
方
に
は
、
所

属
の
組
合
員
の
皆
様
へ
の
学
園
事
業

の
周
知
な
ど
、
引
き
続
き
、
本
学
園

に
対
す
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
是
非

と
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
期
か
ら
私
の
後
任
と
し
て
安
井

由
美
子
さ
ん
が
専
務
理
事
に
就
任
さ

れ
ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
れ
ま
で
の

ご
指
導
と
ご
支
援
を
引
き
続
き
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
結
び
に
、
本
学
園
が
勤
労
者
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
教
育
機
関
と

し
て
の
役
割
を
果
た
さ
れ
、
益
々
発

展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
退
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

文
化
教
育
｣
を
進
め
る
た
め
、
そ
の

時
々
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

柔
軟
性
に
富
ん
だ
創
意
工
夫
を
重
ね
、

さ
ら
な
る
充
実
、
発
展
を
図
っ
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
学
園
は
、
二
〇
一
七
年

に
は
、
六
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
先
達
の
皆
様
方
の
ご
功

績
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
名

に
恥
じ
ぬ
よ
う
精
進
し
、
こ
の
大
き

な
節
目
を
迎
え
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
園
員
の
皆
様
の
格
別

の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
，
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
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受講料（消費税込み）・時間・日程テ　ー　マ回数科　　　目

受講料：３８,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１０：００～１２：００
　　　　１３：３０～１５：３０
　　　　１８：３０～２０：３０
日　程：１０/２０～３/２８

外国人講師による入門から上級ま
での英会話コース。（但し土曜は夜
間はありません）

１８回
（週１回）

レギュラーコース
（月曜～土曜）

受講料：４３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０/２２～３/１０

外国人に日本を紹介することを目
的に、「日本三選」の説明の仕方や
役立つフレーズ・語彙を覚える。

１８回
（週１回）

新講座
ぼ ち ぼ ち
日本紹介コース

（木曜）

受講料：２３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１９：００～２１：００
日　程：１０/３０～２/１９

外国人観光客と会話をする自信を
深め、学んだ英語を仕事などのおも
てなしのために活用するコース。

９回
（月２回）

新講座
忙しい人のための
ぼちぼち日本紹介
ショートコース
（第１・３・５金曜）

　英会話教室
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受講料（消費税込み）・時間・日程テ　ー　マ回数科　　　目

受講料：２３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１０/２７～２/２３

２冊の本を読み、本を声に出してス
ムーズに読む練習や、語彙の強化、
話の内容が理解できているか
チェックをしながらの会話練習など
を行う。

９回
（月２回）

リニューアル
読書クラブ―日英
の比較を楽しむ―
（第２・４火曜）

受講料：２３,０００円
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１０/３０～２/１９

会話には慣れてきたけれど、文法の
運用面で間違いの多い方におすす
めの、日本人講師によるコース。

９回
（月２回）

学び直しの英会話
―中学３年生で
習った英文法講座
（第１・３・５金曜）

受講料：４３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１０/２４～３/５

中１で習った基礎を踏まえて、過去
形・現在進行形や未来形などの時
制を学びます。

１８回
（週１回）

英会話のための
中 学 ２ 年 生 で
習った英文法講座

　（土曜）

受講料：２３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０/３１～２/２０

英語の基礎となる人称、Be／一般
動詞の肯定文・否定文・疑問文の
作り方などを学ぶコース。

９回
（月２回）

海外旅行のための
中学１年生で習っ
た英語復習講座
（第１・３・５土曜）

受講料：４８,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１９：００～２１：００
日　程：１０/２１～３/９

ビジネスシーンで必要な英語を学
ぶコース。

１８回
（週１回）

ビ ジ ネ ス
英 会 話 コ ー ス

（水曜）

受講料：２３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０/２４～３/１２

ビジネスシーンで役立つ語彙や表
現を使って英会話を学ぶクラス。

９回
（月２回）

基礎ビジネス英会
話ステップアップ
（第２・４土曜）

受講料：４３,５００円（資料代含む）
〔夜クラス〕時間：１９：００～２１：００
日　程：１０/２１～３/９
〔朝クラス〕時間：１０：００～１２：００
日　程：１０/２２～３/１０

最新の時事ニュースやドキュメンタ
リーなどを教材に、ディスカッション
しながら、英語力アップを目指しま
す。

１８回
（週１回）

様々な媒体を使って
学ぶ「国際メディア
の 英 語 」 コ ー ス

(水曜)

受講料：２３,０００円（テキスト代別途必要）
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１０/２３～３/１１

海外からの旅行者に、日本の陶磁
器の魅力を英語で伝えるとともに、
英語力・語彙力の強化を図る。

９回
（月２回）

日本紹介コース
―陶磁器の魅力２―
（第２・４金曜) 

受講料：５,１５０円
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０/７・１４

意見を述べる際の良く使われる言
い回しや、丁寧な賛成・反対の述べ
方、議論構造などを学ぶ。

（２回）ディスカッション
の ノ ウ ハ ウ

受講料：５,１５０円
時　間：１３：３０～１５：３０
日　程：１０/８・１５

テクノロジーの発達と関連して、この
１０年に追加された、まだ辞書ではつ
かめない新しい英語表現を学ぶ。

（２回）時 代 を 映 す
最 新 英 単 語

受講料：５, １５０円
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０/９・１６

海外旅行先でのコミュニケーション
力の向上を目的に、特にリスニング
とスピーキングに力をいれて学ぶ。

（２回）聴ける・話せる！
旅 の 英 会 話

受講料：５,１５０円
時　間：１０：００～１２：００
日　程：１０/１０・１７

ＹｅｓとＮｏで答えられる質問と、疑問
詞５Ｗ１Ｈの入った疑問文を作れ
るように練習する。

（２回）話すための英文法
―疑問詞を使おう―

　英会話教室
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  １０月パソコン教１０月パソコン教室室
受講料（消費税込み）・時間・日程テ　ー　マ時間数科　　　目

受講料：８,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０/８・１５

パソコンの基本操作と文書作成の基礎知識８時間
中高年にもわかりや
すいパソコン教室①

（木曜２回）

受講料：８,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０/２２・２９

表の作成とインターネットの基礎知識
※マウス操作とキーボードでの簡単な文字入力
ができる方対象

８時間
中高年にもわかりや
すいパソコン教室②

（木曜２回）

受講料：８,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０/２・９

１日目 エクセルの基本操作。
２日目 タイトルや項目・数値を入力後、手動。自
動で計算をして表を作成。

８時間エクセル入門教室①
（金曜２回）

受講料：８,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０/１６・２３

１日目は、列行の挿入・削除・移動・コピー等、たく
さんの操作を学んで頂きます。
２日目は、入門①で作成した表を基にグラフを作
成します。その他、覚えておきたい操作を学んで
頂きます。

８時間エクセル入門教室②
（金曜２回）

受講料：４,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０/１４

ワードの基本操作はもちろんのこと、一歩上の便
利な操作、逆に必要としていない困った自動操作
を外す等、覚えておくことによって文章作成がス
ムーズに進みます。

４時間一歩上のワード操作
（水曜１回）

受講料：４,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０/１７

数式や関数の基本、そして実際に活用できる関数
を勉強していただきます。４時間便利なエクセル関数

（土曜１回）

受講料：４,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０/２０

色彩、インテリアに興味のある方に、フリーソフト〝
せっけい倶楽部〟 を使って、好きな間取りを作成し、
内装や家具の色を変えて、自分のスタイルにあう
コーディネートや心理的に居心地のよい色など、イ
ンテリアに色を上手に活用する方法を学んでいた
だきます。

４時間

新講座
インテリアに活かす 
カラーコーディネート

（火曜１回）

受講料：４,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０/２４

ワードの基本操作はもちろんのことですが、一歩
上の便利な操作、逆に必要としていない困った自
動操作を外す等、覚えておくことによって文章作成
がスムーズに進みます。仕事や家庭での文章作
成に必ず役立つと思います。

４時間ＰＤＦを使いこなそう
（土曜１回）

受講料：４,０００円
時　間：１０：００～１５：００
日　程：１０/１９

簡単な地図・図形枠を重ね合わせる・インターネッ
トからイラストをコピー・ワードアート・ページ罫線・
図形枠にテキスト挿入・塗りつぶしのグラデーショ
ン等々、使えるワード操作の応用講座です。

４時間
ワードでチラシ
作 成 応 用 教 室

（月曜１回）

受講料：４,０００円
時　間：１８：３０～２０：３０
日　程：１０/１３・２０

数ページにわたる小冊子に役立つ、表紙・見出し
のスタイル・目次の自動作成・脚注・ページ番号の
機能を使って袋とじ印刷で作成します。

４時間
ワードで目次付き
小冊子・会計報告
書作成（火曜２回）

※習いたい講座を１講座からお申し込みいただけます。
※Windows７を使用。昼間の教室ではWindows８、Vista、XPとの違いも説明します。
※定員各１２名（お申し込みが３名以下の場合、開講しないことがあります）
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京都府労働施策紹介⑪

就労環境改善助成金のご案就労環境改善助成金のご案内内
～若者等の定着につながる就労環境の改善のための積極的な取組を支援します～若者等の定着につながる就労環境の改善のための積極的な取組を支援します～～

１　趣　旨
　　若者等の定着につながる就労環境の改善に積極的に取り組む企業に助成金を交付し、府内企業の就労環境の
改善を支援します。
２　補助対象者・対象要件
　　京都府内に主たる事業所等を有し、京都府社会保険労務士会が実施する就労環境改善アドバイザーの派遣
（下記参照）の結果を受け、若者等の企業への定着につながる就労環境の改善の取組を行おうとする中小企業等
　＜中小企業等の範囲＞
　　業種に応じて①または②を満たすもの、又はこれらを構成員とする団体又はこれらに準じるもの

３　補助対象経費
　　＜就労環境改善助成金＞
　　若者等の定着につながる就労環境改善の取組に要する経費
　　　①　福利厚生施設の整備経費（更衣室、トイレ等）
　　　②　労働時間短縮のための設備導入経費（労働時間管理適正化システムの導入等）
　　　③　職場環境改善のための設備導入経費（分煙設備等）
　　　④　その他就労環境の向上に資する取組に要する経費
４　補助上限・補助率等　補助額上限：３０万円、補助率：２分の１以内
５　申請期間　平成２７年４月１日（水）～平成２７年１２月２５日（金）
６　問い合わせ先　京都府中小企業団体中央会　TEL：０７５-３１４-７１３１　FAX：０７５-３１４-７１３０

　　「従業員の定着率を高めるアドバイスがほしい」「従業員を雇用する際の注意点は？」「労働時間の管理を適
切にしたい」等々の、企業の悩みに専門家（社会保険労務士）がアドバイスします。職場環境改善や経営・管理
の効率化に是非御活用ください。
１　実施期間　平成２８年３月３１日（木）まで（申込は平成２８年３月１０日（木）まで）　
２　派遣回数　１企業につき、原則３回まで（１回２時間程度）
３　内　　容
　　職場環境の改善（職場づくりや人材育成、雇用の定着、採用、給与・労働時間・社会保険制度・ワークライ
フバランス推進体制の整備等）に関するアドバイスを行います。
４　派遣費用　無料
５　申込方法
　　京都府ＨＰ（http://www.pref.kyoto.jp/rosei/wakamonosyuuroukannkyou.html）より「アドバイザー派遣申
込書」をダウンロードし、必要事項を御記入のうえ、京都府社会保険労務士会までＦＡＸしてください。
６　申込・問い合わせ先　京都府社会保険労務士会　TEL：０７５-４１７-１８８１　FAX：０７５-４１７-１８８０
　※　このほか就労環境改善の事業として就労環境改善・労働法令等に関する講習会の開催や、就労環境や労働

法令・社会保険制度等の遵守状況、定着に向けた取組状況について企業自らがチェックできる自己診断
チェックシートの配布、平日夜間の労働相談にも対応した若者等労働ホットラインの設置を行っています。

　　　詳細は、京都府ＨＰ（http://www.pref.kyoto.jp/rosei/wakamonosyuuroukannkyou.html）を御参照ください。

②常時使用する企業全体の労働者数①資本金の額又は出資の総額業　種
３００人以下３億円以下一般産業（下記以外）
１００人以下１億円以下卸　売　業
１００人以下5,000万円以下サービス業
５０人以下5,000万円以下小　売　業

就労環境改善アドバイザーの派遣につい  就労環境改善アドバイザーの派遣についてて
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　２０１５年度の事業計画では、本事業が求職中の方に対
して、本学園が多大に支援できるものであり、実施する
ことが公益社団法人としての役割の一つであるとの認
識のもと、前年度同様、上半期と下半期に各１回の実施、
また訓練期間については、これまでの３カ月間を簿記の
実習時間を多くとるため４カ月間に変更しました。
　現在、６月開講分は、定員１５名に対して、応募者が
１７名あり、１５名を合格者として選考し、６月１５日か
ら１０月１４日まで訓練を実施中です。
　また、１０月開講分が認定を受けることができました
ので、８月２８日から訓練生を募集する予定です。
　なお、前年度の１２月開講分については、定員１５名に
対して、応募者が１３名で定員割れであり、応募者の訓
練を受講したいという意欲を尊重して受講の機会を与
えようと１３名全員の方を合格者といたしました。１２月

１５日から３月２５日までの期間、訓練を実施し、その後、
求職活動をされ、国の決めている３カ月終了時点で、１０
人中６人の方が就職されました。
　参考として、下記に直近の就職率等を記載いたします。

就職率就職者数修了者数開講年月
８３.３％１５名１８名平成２４年１２月分
９０.０％９名１０名平成２５年 ９月分
５３.８％７名１３名　　　　  １２月分
７５.０％９名１２名平成２６年 ６月分
７１.４％１０名１４名　　　　　９月分
６０.０％６名１０名　　　　  １２月分

（参考）直近の就職率等

（注）　就職率は、訓練終了日以降３カ月後における訓練生の就
職状況を示すもので、就職者数÷受講者数の割合である。

２　退職準備セミナー
　　―「上手に会社を退職するための基礎知識」―
講師：笹尾達朗、佐々木容子
２－１　２０１５年９月２６日（土）午後２時３０分～４時３０分
　■雇用保険の離職理由などに見える退社時の労働トラブ

ル防止に向けて
　■労働トラブルの事例から見える労使の立場の相違と相

互理解の促進
　■病気や出産に伴う雇用保険と傷病手当金など社会保険

とのリンクの仕方
　■様々なハラスメントや長時間労働と精神疾患の労災認

定の可能性と方法
２－２　２０１５年１０月８日（木）午後６時３０分～８時３０分
　―少子高齢化社会とこれからの社会保障制度の不安に備

えるために
　■健康保険制度の体系を知って、退職後の健康保険を賢く

選択しよう
　■保険料の負担や給付など健康保険と国民健康保険の違

いを知ろう
　■年金制度の基礎―国民年金と被用者年金の違い、マクロ

経済スライドとは？
　■厚生年金と共済年金など被用者年金の一元化で年金制

度はどうなる？

１　転職準備セミナー
　　　―「いま転職を考えている方へ」―
講師：杉原純子、山﨑由紀
１－１　２０１５年９月９日（水）
　　　　　　午後６時３０分～８時３０分
　■見かけの求人情報などにとらわれない自らの

企業選択の目を養うために
　■正規雇用と非正規雇用、そして限定正社員制

度との違い
　■長時間労働や過労死などの働く者の労働条件

や雇用環境
　■国の進める労働力流動化と正社員の多様化や

格差拡大の時代
１－２　２０１５年９月１６日（水）
　　　　　　午後６時３０分～８時３０分
　■働き方によって異なる労働・社会保険の適用

範囲
　■労使の保険料負担の仕組みと労働・社会保険

の保険給付の内容
　■雇用保険の教育訓練給付や求職者支援制度の

役割
　■介護休業給付金、介護休業短時間勤務制度の

活用方法

求職者支援訓練事業の２０１５年度の実施状況求職者支援訓練事業の２０１５年度の実施状況等等

　本学園とＮＰＯあったかサポート協働事業として、以
下のセミナーを開催します。ふるってご参加ください。
講師はいずれも社会保険労務士が担当します。

上記セミナー共通
参加費　各回５００円（資料代含む）　　　持ち物　筆記用具　　　会　場　ラボール学園

＊本セミナーに限り申込は、本学園窓口のほか、以下のＮＰＯ法人あったかサポートのＦＡＸ・メールでも受付けます。
ＦＡＸ（０７５－３５２－２６４６）、メール（attaka-support@r６.dion.ne.jp）
受講者の住所・氏名・年齢・電話番号・参加セミナー名とセミナー番号をお知らせください。

セミナーのご案内



２０１５年８月１５日 第３３８号 （ 12 ）

ご報告とお知らせ

９月７日（月）
　　２０１５年度秋期京都労働学校申込み受付開始
　　２０１５年度秋期英会話教室申込み受付開始
　　２０１５年度１０月生パソコン教室申込み受付開始

２０１５年９月の予２０１５年９月の予定定
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十
八
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イ
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ご
案
内

第７回五風会篆刻第７回五風会篆刻展展
　府市民教室の篆刻・篆書教室を担当の前川五風先生主
宰の第７回五風篆刻展が、６月２０日（土）・２１日（日）の両
日みやこめっせにおいて開催され、当学園からは１８名の受
講者の力作が出展されました。また、篆刻体験教室も開催さ
れ、２日間で延べ６３４人の来場者で賑わいました。

英会話新講師紹介
　２０１５年４月から採用されたフ
ルヤ・ニッコール（通称：ニッ
キー）です。どうぞよろしくお願
いいたします。（出身：アメリカ）

第１３回ひびき会作品第１３回ひびき会作品展展
　京都労働学校の書道教室有志による第１３回ひびき会作
品展が、７月２５日（土）・２６日（日）の両日京都府立文化芸
術会館３階で開催されました。当学園講師小池香鈴先生
の指導もと、受講生１８名の力作が出展され、延べ１７０名余
りの来場で賑わいました。

府
市
民
教
室
・
実
用
ペ
ン
字
教
室
検
定
結
果
報
告

　
去
る
六
月
二
十
一
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
た
平
成
二
十
七
年
度
第
一

回
硬
筆
・
毛
筆
書
写
検
定
試
験
に
お
い
て
、
府
市
民
教
室
実
用
ペ
ン
字

教
室
か
ら
一
名
の
方
が
三
級
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

（
個
人
名
は
個
人
情
報
保
護
法
の
関
係
で
掲
載
を
割
愛
し
ま
し
た
。）


